
「LINE WORKS」 新テレビ CM 

「その現場に即戦⼒。」南国殖産 篇  放映開始 

 
南国殖産株式会社（本社：⿅児島市中央町 18 番地 1、代表取締役社⻑：永⼭ 
在紀、以下 南国殖産）は、ビジネス現場のコミュニケーションツール「LINE 
WORKS」の新テレビ CM「その現場に即戦⼒。」南国殖産 篇を 2022 年 7 
⽉ 15 ⽇（⾦）より、⿅児島県限定で放映開始いたしました。  
 
「LINE WORKS」はワークスモバイルジャパン株式会社（本社：東京都渋⾕
区、代表取締役社⻑：増⽥隆⼀、以下 ワークスモバイルジャパン）が提供す
るビジネスチャットで、南国殖産株式会社が販売提供しています。  
 

 
 

     



   
 
 
■ テレビCM 概要 
放映開始⽇  ：2022 年7 ⽉15 ⽇（⾦）〜 
放映エリア  ：⿅児島エリア 
CM タイトル：「その現場に即戦⼒。」南国殖産 篇 
 
⽬まぐるしく変化する社会情勢において、会社が成⻑を続ける秘訣は、働く現場のコミュ
ニケーションの改善にあります。本CM は、「LINE WORKS」を活⽤し、社内外のコミ
ュニケーション、報告・連絡・相談の改善が、売上の増加につながる様⼦を描きました。 
コミュニケーションアプリ「LINE」のような操作性の「LINE WORKS」は、特別な研修
が不要で、世代、職種、IT ツールの利⽤経験も異なる⼈が⼀緒に働く現場でもスムーズに
導⼊が進みます。また、「LINE WORKS」による情報共有スピードの向上は、現場が稼働
できる新たな時間を⽣み出し、効率の良い受注や売上の増加につながっていきます。 
このように、「LINE WORKS」が現場で働くすべての⼈・会社に「はたらく現場の即戦
⼒」として信頼され、会社の競争⼒につながる存在になっていることを表現しています。 
 
 
「LINE WORKS」とは 
チャットやスタンプはもちろん、掲⽰板、カレンダー、アドレス帳、アンケートなど、現
場で活⽤できる充実したグループウェア機能を揃えたビジネスチャットです。コミュニケ
ーションアプリ「LINE」のような使いやすさでありながら、仕事⽤のツールとして独⾃に
開発、提供を⾏っています。PC やタブレットのほか、スマートフォンだけでもほとんど
の機能が使えるため、オフィスワークだけでなく、拠点や店舗など、現場での活⽤が進ん
でいます。 
富⼠キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場2018〜2021 年版」では、2017 年度〜
2020 年度まで4年連続で有料ビジネスチャット国内シェアNo.1 を獲得しました。 
 
 
 



■会社概要  
社名：南国殖産株式会社  
本社：⿅児島市中央町 18 番地 1  
設⽴： 1945 年 3 ⽉ 1 ⽇  
代表者：代表取締役 永⼭ 在紀  
URL：https://www.nangoku.co.jp/ir/outline.html  
担当部⾨：情報通信事業本部 ⽣活情報事業部 リビングサポート課 
 


